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 ※データ等を基にした学校の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※１の課題解決に向けて、重点的に取り組む項目とその具体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 5年度 授業改善実践研究校報告書 亀山中学校 

１ 学校の課題 

３ 取組内容 

２ 研究主題 

⑴ Hyper-QUの「自分の考えがクラスの意見になることがある」という質問項目に対する回答が､全

国平均よりも 2～3ポイント下回っている。この結果からも分かるように､授業や学級の中で､発言

することができない生徒や、学習面の課題から「学び」に参加することが難しく､不安を感じてい

る生徒が多い現状がある。 

 

⑵ 令和４年度全国学力・学習状況調査の平均正答率を全国平均と比較すると､国語が－5.0､数学が

－14.4､理科が－6.3と大きく下回っている。一方､授業が「分かる」と感じている生徒は､3/4程度

以上存在しており､学力と学習理解度が乖離している現状もある。 

 

⑶ 各種調査からスマートフォンやゲーム機を操作している時間が長く､家庭学習時間が著しく短い

ことも影響していると考えられる。 

すべての生徒が「学び」を実感できる授業づくり 

⑴ 授業改善 

 ○ ユニバーサルデザインを取り入れた授業デザイ 

ンの構築と定着 

 

  

 

 

  かだい（課題）を意識させる 

   ☆探究的な課題設定 

  めあてを示す 

  やるきを引き出す 

   ☆生徒の「学びやすさ」を

引き出す手だて 

  まとめをしっかりと 
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 ※成果指標の検証方法および結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 検証結果 

成果指標のデータ等 

○ 「授業に新たな学びがあり､授業を通して成長できている」の肯定的回答は､年度当初目標として

いた 85％を上回り､91％に達した。 

○ 「教室に居場所があり､安心して生活できている」の肯定的回答は､年度当初目標としていた 90％

を上回り､96％に達した。 

 ○ 授業ルール（５K）の構築と定着 

  ・ 心が落ち着く環境作り  ・ 気持ちのよいあいさつ  ・ 考える時間を大切に 

  ・ 協力して学習  ・ 繰り返し学ぶ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 

      （教員用）                  （生徒用） 

 ○ 校内研修会の実施（年４回） 

 

⑵ 校内支援体制の充実 

 ○ ケース会議の実施（各学年につき年３回） 

 ○ 特別支援教育推進委員会による支援状況の確認と支援方

針の検討 

 

⑶ 小中連携 

 ○ ICT機器の効果的な活用に向けた取り組みの共有､授業参観の実施 

 ○ 小中で共通した家庭学習週間の設定             （家庭学習週間のチラシ） 
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 ※成果・課題等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 研究成果 

⑴ 授業改善の取組を焦点化していく必要性 

 ○ 校内支援体制をより充実させ､生徒の実態把握に取り組むことで､生徒の実態に合った取組に

焦点を当てていく必要がある。 

 ○ 学校評価アンケートの評価項目を具体化し､何に取り組むべきか明確にしていく必要がある。 

 

⑵ 生徒自身による「継続して自ら学習する力」の習得 

 ○ 自ら進んで取り組むことができる課題の開発に取り組む。 

 ○ 小中で共通した家庭学習週間が定着するよう児童生徒や保護者への周知を図る。 

 

⑶ ICT機器の効果的な活用 

 ○ ICT機器の効果的な活用に向けた取組を共有していく。 


